
このたびアニュアルレポート2015を発行するにあたり、ステークホルダー
の皆さまにごあいさつを申し上げます。

現在、世界では、政治・経済・社会の各面において不安定化の原因となり得
る事象が多数存在しており、将来の経営環境を予測することが非常に難しい
状況です。特に、大阪ガスグループの事業に大きな影響を与える原油価格や
為替の動向は依然として不透明であり、今後も注視していく必要があります。

これに加えて、エネルギー業界においては、電力、ガス市場の小売全面自
由化が、それぞれ2016年度、2017年度から実施される予定です。今後、エ
ネルギー事業者の経営環境は大きく変わっていくことが予想されます。大阪
ガスグループは、これらの経営環境の大きな変化に適切に対応していかなけ
ればなりません。

エネルギー事業では、ガス・電力等のエネルギー供給に、ガス機器・設備や
サービスを組み合わせて提供することで、お客さまの様々なニーズにきめ細
かくお応えしてまいります。また、LNG調達源の分散と契約価格指標の多様
化、製造・供給設備の改修や地震・津波対策により、供給安定性を高め、お客
さまにエネルギーを安定的かつ経済的にご提供してまいります。

エネルギー以外の事業においては、エネルギー事業で培った技術と知見を
基盤に、お客さまの豊かな暮らしやビジネスの発展に貢献をしてまいります。

そして、2015年3月期から2017年3月期までの3カ年を対象とする、中期
経営計画「Catalyze Our Dreams」の実現に向けて、ガスや電力事業を中心
とする国内エネルギー、成長が期待される海外エネルギー、材料ソリューシ
ョンなどの領域で事業拡大を進めてまいります。

大阪ガスグループはこれから起きる様々な環境変化を事業拡大のチャンス
ととらえ、お客さまから選ばれ続ける企業グループとなることを目指し、株
主さまをはじめとする全てのステークホルダーの価値の最大化を目指してま
いります。

皆さまには、今後とも変わらぬご支援・ご鞭撻を賜りますよう、よろしく
お願い申し上げます。

2015年7月

代表取締役社長
本 荘  武 宏

代表取締役会長
尾 崎 　 裕

　電力、ガス市場の小売全面自由化を成長機会ととらえ、
エネルギー事業拡大へ取り組む

　お客さまや社会の様々なご要望にお応えする
「総合エネルギー事業」へ進化する

全てのステークホルダーの価値を最大化する

ごあいさつ
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